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「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は

必
ず
発
生
す
る
も
の
」

と
い
う
意
識
の
も
と
身
を
守
る
行
動
を

国
土
交
通
省
の
各
河
川
事
務
所
や
都
道
府
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
平
時
よ
り
水

害
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、当
該
河
川
が
氾

濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
」と
し
て
指
定
し
、
指
定
の
区
域
お
よ

び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
、
浸
水
継
続

時
間
を
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
と
し
て
公
表
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
国
土
交
通
省
で
は
、
想
定
最
大
規
模

降
雨
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
情
報
は
順
次
公
開
し
て
お

り
、
本
年
中
に
は
全
て
公
表
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、平
成
28
年
３
月
に
は「
川
の
防
災
情
報 

ス
マ

ホ
版
」を
公
開
し
ま
し
た
。「
雨
の
状
況
」「
河
川
の
水
位

と
危
険
性
」「
河
川
の
予
警
報
」な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
お
知
ら
せ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
に
よ
り
見
や
す
い
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
サ

イ
ト
内
で
も
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

鬼
怒
川
の
洪
水
氾
濫
被
害
の
際
、
早
く
に
避
難
指

示
や
避
難
勧
告
を
出
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
が
、

特集

防災情報を活用し 命を守る

ら
、
自
治
体
の
情
報
を
確
認
し
河
川
管
理
者
か
ら
の

情
報
も
参
考
に
し
な
が
ら
、適
切
な
防
災
行
動
を
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
は
、「
水
防
災
意
識

社
会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
１
０
９
水
系
で
の
配

信
を
目
標
と
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
、
自
治
体
、
携

帯
事
業
者
の
準
備
が
整
っ
た
地
域
か
ら
順
次
開
始
す

る
予
定
で
す
。
平
成
28
年
９
月
、
国
土
交
通
省
が
管

理
す
る
１
０
９
水
系
の
自
治
体
に
先
ん
じ
て
、鬼
怒
川

流
域
に
あ
る
茨
城
県
常じ

ょ
う
そ
う
し

総
市
と
、
過
去
に
水
害
経
験

が
あ
る
肱ひ

じ

川か
わ

流
域
の
愛

媛
県
大お

お
洲ず

市し

で
配
信
が

始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
２
月
現
在
、

実
際
の
洪
水
時
に
洪
水

情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配

信
を
実
施
し
た
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
総

市
で
は
、
県・市
と
鬼
怒

川
流
域
を
管
理
す
る
関

東
地
方
整
備
局
下
館
河

川
国
道
事
務
所
が
共
同

で
、
鬼
怒
川
が
氾
濫
し

た
と
い
う
想
定
の
も
と
、

実
際
に
住
民
へ
の
メ
ー

ル
配
信
を
含
む
、
情
報

伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

河川管理者（国）・
気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局） 一般住民

メール・
FAX等

関係自治体、報道機関等

携帯電話会社
（NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、

ソフトバンク（ワイモバイル含む））

洪水情報

テレビ・ラジオ
インターネット等

緊急速報メール

従来

追加 追加

従来

豪
雨
の
時
間
帯
が
夜
間
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

豪
雨
の
た
め
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

な
ど
の
理
由
で
、
多
く
の
住
民
の
避
難
が
遅

れ
ま
し
た
。「
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
」と
い
う

思
い
か
ら
避
難
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
住
民
一
人
一
人
が
情
報
イ
ン

フ
ラ
ツ
ー
ル
か
ら
洪
水
情
報
を
的
確
に
把
握

で
き
れ
ば
、
迅
速
か
つ
適
切
な
防
災
行
動
を

取
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。「
施
設
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」と
い
う

意
識
の
も
と
、洪
水
時
の
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
る
た

め
に
、
そ
し
て
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
情
報
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●川の防災情報 スマホ版　http://www.river.go.jp/s/xmn0105010/

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

常総市へ配信される
鬼怒川の洪水情報の例
（河川氾濫のおそれ）

平成28年９月に常総市内の体育館
で行われた情報伝達訓練の様子

【見本】
（件名）
河川氾濫のおそれ
（本文）
鬼怒川で氾濫のおそれ
鬼怒川の◯◯（◯◯市）付近で、
水位が上昇し、避難勧告等の目
安となる「氾濫危険水位」に到
達しました。堤防が壊れるなど
により浸水のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど、適切な防災行動を
とってください。
このメールは、常総市域に配信
しています。
（国土交通省）
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近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
を
起
因
と
し
た
河
川
の

洪
水
氾
濫
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
９

月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
国
が
管
理
す
る
鬼き

怒ぬ

川が
わ

に
お
い
て
、
越え
っ

水す
い

や
堤
防
決
壊
な
ど
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
流
域
の
広
い
地
域
に
わ
た
り
約

一
万
棟
の
家
屋
が
浸
水
し
、
約
４
３
０
０
人
も
の
孤

立
者
が
発
生
し
た
他
、
流
域
の
田
畑
に
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
国
土
交
通

省
は「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生

す
る
も
の
」と
い
う
意
識
の
も
と
、
社
会
全
体
で
洪
水

氾
濫
に
備
え
る
た
め
、同
年
12
月
に「
水
防
災
意
識
社

会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
河
川
管
理

者
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
か
ら
な
る
協
議
会

を
新
た
に
設
置
し
て
、
減
災
の
た
め
の
目
標
を
共
有

し
、ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
水
防
災
対
策

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
、洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
堤
防
か
ら
水
が
溢
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
も

し
堤
防
か
ら
水
が
溢
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
堤
防

決
壊
ま
で
の
時
間
を
少
し
で
も
引
き
延
ば
す
工
夫
を

し
た
り
す
る
な
ど
河
川
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー

ル
を
構
築
し
ま
す
。水
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
を
中
心

に
、
携
帯
電
話
事
業
者
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
活
用
し
た「
洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
」な

ど
、住
民
の
皆
さ
ま
が
自
ら
リ
ス
ク
を
察
知
し
主
体
的

に
避
難
で
き
る
よ
う
、住
民
目
線
で
の
対
策
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

避
難
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る

洪
水
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型

配
信
と
は
、
国
土
交
通
省
が
発
信
元
に
な
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ・沖
縄
セ
ル
ラ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

（
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
含
む
）と
い
っ
た
携
帯
電
話
事
業
者

が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

て
、洪
水
情
報
を
携
帯
電
話
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
国
土
交
通

省
が
直
接
周
知
す
る
も
の
で
す
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル

は
、多
く
の
方
が
一
度
は
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。地
震
発
生
時
な
ど
に
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
動
的
に
通
知
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

従
来
の
洪
水
情
報
は
、
河
川
管
理
者
が
関
係
自
治

体
や
報
道
機
関
に
配
信
し
て
、こ
れ
を
元
に
自
治
体
が

避
難
指
示
や
避
難
勧
告
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
住

民
個
々
へ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

提
供
に
加
え
て
、洪
水
時
に
お
け
る
住
民
の
皆
さ
ま
の

小貝川

鬼怒川

国道294号（常総バイパス）

中妻駅 関東鉄道常総線

水海道中学校

北水海道駅

大生小学校

水海道第二高等学校

八間堀川排水機場 常総市役所
鬼怒川の氾濫による被災状況

主
体
的
な
避
難
行
動
を
促
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

国
土
交
通
省
が
洪
水
情
報
を
直
接
住
民
個
々
の
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

配
信
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は「
河
川
氾
濫
の
恐
れ
が
あ

る
」状
態
、「
河
川
の
水
が
堤
防
を
越
え
て
流
れ
出
て
い

る
」状
態
、「
堤
防
が
壊
れ
河
川
の
水
が
大
量
に
溢
れ

出
し
て
い
る
」状
態
で
洪
水
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

避
難
指
示
や
避
難
勧
告
は
各
自
治
体
が
行
い
ま
す

が
、住
民
の
皆
さ
ま
に
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
届
い
た

洪
水
の
危
険
性
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
を
開
始
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た
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
住
民
一
人
一
人
が
情
報
イ
ン

フ
ラ
ツ
ー
ル
か
ら
洪
水
情
報
を
的
確
に
把
握

で
き
れ
ば
、
迅
速
か
つ
適
切
な
防
災
行
動
を

取
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。「
施
設
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」と
い
う

意
識
の
も
と
、洪
水
時
の
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
る
た

め
に
、
そ
し
て
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
情
報
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●川の防災情報 スマホ版　http://www.river.go.jp/s/xmn0105010/

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

常総市へ配信される
鬼怒川の洪水情報の例
（河川氾濫のおそれ）

平成28年９月に常総市内の体育館
で行われた情報伝達訓練の様子

【見本】
（件名）
河川氾濫のおそれ
（本文）
鬼怒川で氾濫のおそれ
鬼怒川の◯◯（◯◯市）付近で、
水位が上昇し、避難勧告等の目
安となる「氾濫危険水位」に到
達しました。堤防が壊れるなど
により浸水のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど、適切な防災行動を
とってください。
このメールは、常総市域に配信
しています。
（国土交通省）




